






各地で、それぞれの地域の実態に応じて乳幼児期の健康診査が実施されているが,その実態

は必ずしも,乳幼児の健康管理に適したものであるとはいいきれない。その実態をより明確

にすることにより,今後の乳幼児期の健康診査の質的向上を図ることを目的に,今回の調査

を行なった。 

調査は,国立公衆衛生院専攻課程看護コースに在籍している保健婦で、それぞれの保健婦に

面接により、それぞれの出身の県及びその所属する保健所管内の乳幼児の健康診査の実態

と問題点,保健婦の役割について意見を聴取することによって行った。対象は・鹿児島・熊

本・愛媛,山口,石川及び宮城の 7県の県保健所に勤務している保健婦である。それぞれの

県及び保健所管内の乳幼児期の健康診査の実態は次のとおりである。 


